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・液状化により地盤が 0～ 7cm沈下
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最悪の影響を及ぼす（津波高さが最大となる）元禄関東地震（H25 中央防災会議モデル）を対象としました。

区内の沿岸部の大部分では、液状化の発生が見込まれる地域が広く存在するため、液状化により 0～ 20cmの地盤沈下（厳しい条件
：H25 中央防災会議による予測）が発生する場合（ハザードマップ     ）と 0～ 7cmの地盤沈下（平均的な条件：R4東京都による予
測）が発生する場合（ハザードマップ     ）双方の条件での予測を実施しました。

さくぼう

地震による地殻変動（沈下）量（元禄関東地震では地震発生直後に区内沿岸部で 65 ～ 74cmの地盤沈下予測）を考慮して、浸水深
の計算を実施しました。

（0～ 20cm程度）

33

元禄関東地震（H25 中央防災会議モデル，M8.5）の発生により、区沿岸部で 65 ～ 74cmの地震による地盤変動（沈下）が想定されています。最大
津波水位の T.P.+3.3mは、この地盤沈下を考慮した値です。

※地震による地盤変動（沈下）を考慮

(T.P.+4.0m)

防潮施設（防潮堤、水門、古川護岸）
が健全に機能し、液状化による沈下が発生した場合（平均的な条件）

の結果となっています。

防潮施設（防潮堤、水門、古川護岸）
のすべてが損傷等により機能せず、液状化により沈下が発生した場

合（厳しい条件）の結果です。

元禄関東地震（M8.5）が発生した場合の浸水予測
範囲を示したものです。浸水予測範囲内に住まわれている方々や活
動されている方は、遅くとも津波の第一波が襲来する地震発生から
約 70 分後（実際には想定より早く津波が到達する場合があります）
までには高台や高層建築物への迅速な避難が必要です。
また、地震発生から約 150 分後には、第一波よりも津波高さが高い
第二波が襲来すると見込まれています。最初の津波が到達した後も
津波は繰り返し襲来するため、安全な場所への避難を継続すること
が重要です。
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